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研究成果の概要（和文）：本研究は盲視モデル動物を用いて視覚的気づきの神経機構を明ら

かにすることを目的とした。上丘ニューロン活動は、正しく標的の提示を報告できた試行

では、報告できなかった試行と比べてより大きくなっていた。このようなニューロンの応

答は、視覚情報が上丘浅層から上丘中間層に伝わっていく過程で生まれていることを明ら

かにした。以上のことは、視覚的気づきに対応した神経活動が上丘内の局所回路によって

形成されていることを示している。 

 
研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to elucidate the neural mechanism of 
visual awareness using animal model of blindsight. We recorded the neural activities 
of the superior colliculus of the monkeys and found that their visual response is 
stronger when the monkeys were able to detect visual stimuli that when they failed to 
it. We found that such activity was developed during the transmission of visual 
information through the superficial layer of the superior colliculus to the intermediate 
later of the superior colliculus. These findings suggest that neural correlate of visual 
awareness develops within the local circuit of the superior colliculus.  
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１．研究開始当初の背景 

第一次視覚野に片側性に損傷を持った患者
で見られる「盲視」とは、視覚的気づき(報告
可能な主観的視知覚)がないにもかかわらず
視覚運動変換(視覚情報をもとにして行動を
行う能力)が可能であるという症例である。こ
れまでに申請者は、マカクザルの第一次視覚
野を除去して作成した盲視モデル動物が、ヒ
ト患者での盲視現象と同様に視覚運動変換
が 可 能 で あ る (Yoshida et.al., 2008, J. 

Neurosci.)一方で、視覚的気づきは減弱して
いる (Yoshida et.al., 2007, Soc. Neurosci. 

Abst.)ことを明らかにしている。 

 

２．研究の目的 

そこで、本研究ではこのような盲視モデル動
物を用いて視覚的気づきの神経機構を明ら
かにすることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

視覚的気づきはサッカードを用いた検出報
告課題を用いて評価した。この課題では損傷
視野に標的刺激が現れる条件では標的にサ
ッカードすれば報酬が与えられ、標的刺激が
現れない条件(ST-)では注視点が消えてから
も注視を維持することによって報酬が与え
られる。損傷側の半球の上丘中間層より課題
遂行中のニューロン活動を記録した。 
 
４．研究成果 
(1) 上丘ニューロン活動は、標的刺激が提示

される条件(ST+)のうち、正しく標的の
提示を報告できた試行(Hit)と報告でき
なかった試行(Miss)とでは、標的提示時
の視覚応答が Hit試行でより大きくなっ
ていた。また、このような活動は標的刺
激が現れない条件(ST-)で誤ってサッカ
ードした試行(False alarm)では見られ
なかったので、運動準備などでは説明で
きない。また、このような活動は健常側
の上丘では見られなかった。よって、こ
のような神経活動の修飾は V1 切除によ
って特異的に引き起こされた視覚的気
づきに対応した神経活動であると結論
づけることができる。 

(2) さらに上丘浅層からも同課題遂行中の
活動を記録した。これらのニューロンの
応答の時間特性について解析したとこ
ろ、視覚情報が上丘浅層から上丘中間層
に伝わっていく過程で hit-miss の差が
生まれていることを示唆するデータを
得た。 

(3) また、gap 課題(注視点が消えてから標的
が点灯するまで 0.2 秒遅れる)の解析か
らは、視覚情報が上丘浅層から直接上丘
中間層へと伝わっていることを示す証

拠が得られた。 
(4) 以上のことは、視覚的気づきに対応した

神経活動が上丘内の局所回路によって
形成される可能性を示唆している。 
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